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（要約） 
有機π電子系物質は，半導体や導電体としての特性を付与するこ

とが可能で、軽量、低環境負荷、フレキシブルなど無機系半導体に
対して相補的な機能材料としての活用が検討されてきた。熱電効果
については荷電キャリアの極性判定の観点から計測されてきたが、
近年、エネルギー変換材料としての可能性が検討されている。π共
役高分子やナノカーボンなどのπ共役化合物は分子構造レベルの一
次構造と分子鎖の屈曲や凝集などの高次構造に加えて、異種分子と
の相互作用に依存してその物性が大きく変化することが知られてお
り、熱電エネルギー変換材料としての応用の可能性を検討する観点
からは、基礎的な学理の解明も含めた系統的な研究が待たれてきた。 
本論文では分子吸着による弱い摂動に伴うπ共役低次元材料の熱電
輸送の変化と熱電エネルギー変換材料の構築を目的として実施され
た博士論文研究の成果について全 5 章により記述されており、各章
ごとに下記の通り要約される。 
第 1 章では、緒言として炭素低次元材料やゼーベック効果、カー

ボンナノチューブ、π共役高分子および炭素一次元材料の熱電特性
に関する概観が示され、本論文の目的と構成が提示されている。第 2
章ではイオン性高分子と単層カーボンナノチューブの相互作用に伴
い、カーボンナノチューブの導電率とゼーベック係数が同時に増強
する現象を見出し、熱電変換材料として大幅な性能向上が可能であ
ることを提示している。第３章では単層カーボンナノチューブのイ
オン性液体モノマーへの分散化とその重合に取り組み、カーボンナ
ノチューブの孤立分散化に伴う熱電変換特性の増強を見出している。
第４章ではπ共役高分子 PTAA の熱電変換特性の解明に取り組み、
酸化ドーピングに伴う導電率とゼーベック係数の変化の相反性から
熱電発電出力係数の最適化に成功している。第５章では、本論文の
総括が示されている。 
以上のように、本論文ではカーボンナノチューブおよびπ共役系

高分子における酸化ドーピングと分子吸着が熱電変換特性におよぼ
す影響を系統的に解明し優れた特性を有する熱電変換材料を提示し
ており、新規性と先進性の高い研究成果がまとめられている。 


